
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 感染症や災害の発生等の 

  非常時における対応について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
    
 
 
 

 

 

   

  村山市立楯岡小学校 

  ＜学校：５５－２４１１＞ 
 
 

家庭用マニュアル 2025.07 保存版 

 楯岡小学校の立地条件に合わせてマニュアルを整備しています。 

 ・市街地、住宅密集地に位置しているため、道路交通事情に留意する必要がある。 

 ・児童は、徒歩または、スクールバスで通学している。 

 ・学区が楯岡地区から大倉地区までの広範囲にわたっている。 

・各ご家庭で保管願います。 

（学校ホームページにも掲載しています） 

・今後、実施しながら内容を更新していきます。

ご意見をお寄せください。 

 



  
基本的な対応と連絡方法 

   

 
   
  
 
 
 
 
   
  

＜基本的な対応＞ 
    基本的な対応は２つです。各種情報等を参考にして判断します。 

   １．登校前：臨時休業                       Ｐ.１   

   ２．登校後：下校時刻等の変更                   Ｐ.２  

    ※下校時の安全確保ができないと判断した場合、お迎えによる引き渡しをお願いすることがあります。 

 ＜連絡方法＞ 
    対応等に係る連絡は、マ・メール（さくら連絡網）を活用します。 
   ※雷やクマから自分の身を守るにはどうすればいいのかについて確認しましょう。   Ｐ.３   

 

 

      

  １．臨時休業について（台風、地震、熱中症、感染症など） 

    
 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        臨時休業時の児童の生活・学習について 

    ⑴児童は、臨時休業時に不要不急の外出をしません。 

    ⑵Ａ：感染症予防のための臨時 の場合（学級閉鎖、学年閉鎖、学校閉鎖） 

健康に心配がない児童は、リモートによる学習を行います。 

      ＜リモートによる学習の大まかな日程＞ 

        午前７時４５分…接続開始 ８時００分…朝の会 その後２～３時間の学習 

※              の場合は安全確保を第一とし、リモートに 

よる学習は行いません 

 

感染状況や気象情報等を参考に、法に基づいて判断します。 
  

Ａ：感染症予防のための休業…市教育委員会の判断（学校保健安全法） 
  

Ｂ：非常変災などによる休業…学校の判断    （学校教育法施行規則） 
 （非常変災などによる一日臨時休業の例） 

  ①登校時に暴風雨などで徒歩通学が困難と判断される場合 

②登校時は安全であっても、天気予報などにより下校時の安全確保ができないと考えられる場合 

③停電、断水など学校生活に必要なインフラ設備が損壊した場合  

④その他 大きな事件・事故が発生した場合 など 

     
 

Ａ：感染症予防のための休業 

登 校 後 

自力下校 

２．下校時刻等の変更 
 

１．臨時休業について【⑴感染症 ⑵台風、地震、熱中症など】 

Ｂ：非常変災などによる休業 

通常登校 

登 校 前 

１．臨時休業 

Ａ：感染症予防のための休業 

Ｂ：非常変災などによる休業 

臨時休業とする当日の午前６時までを目途に、マ・メールで連絡します。 
 ⑴可能な限り、臨時休業の前日に連絡できるように努めます。 
 ⑵天候の急変等により、当日に判断せざるを得ない場合も想定されます。その際は、

原則として午前５時 30分での情報を基に判断します。 

 ⑶「通常どおりの登校」「臨時休業」のいずれかを連絡します。 

 

登 校 前 

—１ｰ 



○児童は、不要不急の外出をしません。 

○学童への下校時刻変更についての連絡は学校で行います。学童への個別の
連絡は、各ご家庭で対応願います。 

 

 
 

 
 

  ２．下校時刻の変更（感染症、熱中症など） 
    

   

 

 

 
     

     

 
 

 

   お迎えと引き渡し（雷雨等の荒天、不審者情報、クマ出没など） 
  

    

 

 

 

  

 ＜お迎えと引き渡し時刻の目安＞ 

    ○スムーズなお迎えのため、距離や人数を勘案して時間差を設けています。 
    ○時間はあくまでも目安です。可能な範囲でご協力願います。 

グループ 町 内 名 マ・メール配信時刻から 

Ａ 北町・湯沢・大倉・新町南部  0 ～ 30分後 

Ｂ 新町北部・鶴ヶ町・俵町・十日町・駅西 30 ～ 60分後 

Ｃ 笛田Ａ・笛田Ｂ・荒町・新高田 60 ～ 90分後 

Ｄ 北楯・南楯・馬場・五日町・晦日町・二日町・大沢川 90 ～120分後 

     ※誘導係の指示に従ってください。 

     ※個別の事情がある場合などは、電話で連絡願います。＜学校：５５－２４１１＞ 
 

     ＜学校近辺の車の流れ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コセキ前丁字路 
 右折による渋滞抑止のため、 
 可能な限り 
北から南進して、左折 

にご協力願います。 
馬場、笛田の方
は、お帰りの際、
正門前を左折も
可能です。 

下校時に、安全に自力下校が行えないと判断した場合は、児童をそのまま学校に

留め置き、お迎えをお願いします。 

感染症予防や下校時の安全確保のため、給食後、午後の授業を行わず、通常の

下校時刻より「早く自力下校する場合」「遅く自力下校する場合」があります。 

 

 

２．下校時刻等の変更（感染症、熱中症、急な天候悪化など） 
 

お迎えによる引き渡し（雷注意報、雷、雷雨、不審者情報、クマ出没など） 

当日の午前 11時までを目途に、マ・メールで連絡します。 
 

 

可能な限り早く、マ・メールで連絡します。 
天候の急変等により連絡が直前になる場合もありますので、ご理解願います。 
 

 

登 校 後 

—２— 



 雷
かみなり

から身
み

を守
ま も

るには？ 
1 広場

ひ ろ ば

から離
はな

れる 

木
き

に近
ちか

づかない 

2 雷
かみなり

の音
おと

が聞
き

こえたら、 

建物
たてもの

や車
くるま

に避難
ひ な ん

 

3 最終
さいしゅう

手段
しゅだん

は 

「 雷
かみなり

しゃがみ」 

☆開
ひら

けた場所
ば し ょ

では人
ひと

に落雷
らくらい

し

やすく要注意
ようちゅうい

。 

☆傘
かさ

や金属
きんぞく

バットなどを高
たか

く

突
つ

き出
だ

しません。 

☆ 雷
かみなり

が落
お

ちやすい木
き

の近
ちか

く

は危険
き け ん

です。４ｍ以上
いじょう

離
はな

れ

ましょう。 

 

 

 

☆雷雲
らいうん

の大
おお

きさは数十
すうじっ

キロも

あり、 雷
かみなり

の音
おと

が聞
き

こえた

時
とき

には、すでに雷雲
らいうん

の下
した

に

います。 

☆建物
たてもの

や車
くるま

の中
なか

は基本的
き ほ ん て き

に

安全
あんぜん

ですが、軒下
の き し た

は危険
き け ん

で

す。 

☆活動
かつど う

再開
さ いかい

は「雷鳴
らいめい

が 30分
ぷん

聞
き

こえない（３０分
ぷん

ルール） 

  を目安
め や す

に 

  しましょう。 

☆野外
や が い

にいて、どこにも逃
に

げ

込
こ

む場所
ば し ょ

がない時
とき

は「 雷
かみなり

しゃがみ」で身
み

を守
まも

ってくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆また、電線
でんせん

の下
した

だとリスクを

下
さ

げることができます。 

 

 クマから身
み

を守
ま も

るには？ 

1 クマに遭
あ

わない 
2 クマを刺激

し げ き

しない 

・近
ちか

づかない 

3 万
まん

が一
いち

、クマに遭
あ

って 

しまったらの対処法
たいしょほう

 

☆鈴
すず

やラジオを用
もち

い、人間
にんげん

が

いることをクマに知
し

らせるこ

とで、クマは立
た

ち去
さ

ります。 

☆単独
たんどく

でなく、グループで

行動
こうどう

することで、クマに気
き

付
づ

かれやすくなり、接触
せっしょく

のリス

クが減
へ

ります。 

☆食
た

べ物
もの

のにおいはクマを引
ひ

き寄
よ

せます。残
のこ

り物
もの

は持
も

ち

帰
かえ

りましょう。 

 

 

 

 

☆子
こ

グマを見
み

かけたら絶対
ぜったい

に

近
ちか

づきません。（親
おや

グマが近
ちか

くにいる可能性
かの うせ い

があり、子
こ

グ

マを守
まも

ろうとする母
はは

グマは

非常
ひじょう

に攻撃的
こうげきてき

です。） 

☆クマを見
み

つけても走
はし

らない・ 

大声
おおごえ

を出
だ

さない・背
せ

を向
む

け

ない。（クマの追跡
ついせき

本能
ほんのう

を

刺激
し げ き

しないように注意
ちゅうい

しまし

ょう。） 

 

☆クマがこちらを見
み

ている時
とき

は、クマの目
め

を見
み

ないで、斜
なな

め後
う し

ろに下
さ

がります。急
きゅう

な

動
うご

きは禁物
きんもつ

です。 

☆クマが近
ちか

づいてきたときは、 

あわてず、持
も

っている荷物
に も つ

を

静
しず

かにおいて、気
き

を引
ひ

くこと

ができます。そのすきに離
はな

れ

ましょう。 

耳
みみ

をふさぐ 

→ 雷鳴
らいめい

から 

 鼓膜
こ ま く

を守
まも

る。

おとる） 

 

つま先立
さ き だ

ち 

→ 感電
かんでん

しにく

くなる。 

 

足
あし

をそろえる 

→ 感電
かんでん

しにくく

なる。 

 

姿勢
し せ い

は低く 

→ 雷
かみなり

は高
たか

 

い所に落ち

る。 

＜参考・引用＞〇気象庁 HP 〇NHK HP 

 

＜参考・引用＞〇環境省 HP 〇知床財団 HP 〇NHK HP 
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